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＜連絡事項＞
・X線CT装置を11/6　0時～2時に修理し、それ以降使用できるようになる予定。
・三浦　幸四郎様～11/7（木）14時～15時　ADAS-Jcog予定。
＜患者様連絡事項＞
・切無沢　クマ様～11/6　南CDユニット転出予定。
・杉山　千廣様～南CDユニット転出可能。

・嶋守　敏夫様～検査が終わったら南CDユニット転出可能。

・澤村　幸次郎様～南Aユニット転出可能。

・平浜　正喜様～11/6　10時退院予定。八戸市立市民病院への紹介状作成中。
・夏坂　浩美様～八戸赤十字病院呼吸器科受診、特に問題がないと説明を受け当科次回受診はなしとの事、持参薬なし。母様・妹様より緊急時の対応について、当院でできる限りで行い苦痛が伴わないようにしてほしいと希望あり、SWへの相談は上記の件だった為、相談は不要との事。

主治医へ報告し、八戸赤十字病院の受診結果がそろったら面談を組んでいくと意向確認している。
11/6　Ba交換予定、11/6深夜帯でBa抜去しカテーテルがない状態での自尿流出状態をみてから再挿入検討するとの事。
・飯田　修子様～咀嚼・嚥下不良・意識レベルが悪い状態である事を深澤Drへ報告。脱水

補正でラクテック500ml1本1日分処方、レボトミン11/7まで中止指示（文

字オーダーに従い除剤）、本日至急採血指示あり（カルバマゼピン・バル

プロ酸血中濃度観察と甲状腺機能低下を疑い項目追加）。

・嶋守　敏夫様～IFオーダー便秘時センナリド10回分処方。

便秘7日目、深澤Drへ報告しGE60ml施行指示。反応便あるがこう便少量のみ、引き続き排便状態観察していく。
・澤村　幸次郎様～便秘4日目、浣腸希望あり、深澤Drへ報告しGE60ml　1本処方。
施行し普通便と泥状便中等量あり。

・佐々木　尚子様～IFオーダー便秘時センナリド2T追加、センナリド5回分処方。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・藤井　崇史様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察実施。開放前になると「開放です」と叫ぶ行為はあるが、開放中はホールで過ごし徘徊し不穏行動なし。隔離中は眼光の鋭さはあるが対応は穏やかで落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放中は飲水行為なく奇声を挙げて徘徊している。隔離中は深夜帯で便器の水を弄り、床に文字を書く行為はあったが飲水行為はなく経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
・和田　昌様～終日隔離中。活気のなさが続いている。食事朝食1/4・昼食数口のみの摂取に留まり、水分や間食を勧め摂取出来ている。バイタルサイン特変なく呼吸器症状ない。検査結果届き、結核菌リアルタイムPCR（陰性）。引き続き精神症状と身体症状の観察を行うとともに感染対策を徹底し、早期に状態が改善出来るように看護介入を行っていく。
＜要注目患者様情報＞

・鹿原　博夫様～バイタルサイン特変無し、湿性咳嗽あり、白色粘稠痰あり。腹満続き腹部圧痛あり、グル音微弱で経過、排ガスはみられている。両足背浮腫あり、活気なく臥床している。左臀部の硬結と瘻孔から膿汁・便汁続いており定期的に処置をしている。膀胱留置カテーテル管内にコアグラ混入あり、尿性状は肉眼的には淡血性+黄色尿。
・夏坂　浩美様～バイタルサイン特変なし、呼吸器症状なし。各食全量摂取、嘔気訴えなし。日中はやや多弁さはあるが、夜間のまとまった睡眠はとれている。
・下村　英三郎様～たばこ残1箱、なくなったら追加のたばこを購入したいと話しているが、禁煙を勧めると了解し聞き入れている。
・平浜　正喜様～日中の血糖値100～200mg/dl代で経過。インシュリンはスライディング使用せずに施行している。食事は各食全量摂取している。
・神田　直樹様～多弁・多動さ目立ち自分本位な言動あり、病感の乏しい言動きかれ介入に対し不機嫌さあり。他者トラブルはない。夜間のまとまった睡眠は得られている。
・三浦　正四郎様～不機嫌に帰宅要求頻回にきかれ落ち着かない様子で経過。介入への拒
否はなく対応は穏やか。
・中村　美代子様～車椅子から立ち上がるとふらつきあり、ベッド間のトランスファ
ーは自立して行う事が出来ている。転倒に注意し見守り強化していく。
・木村　格治様～悲観的言動続いている。昨夕不食し消灯後間食希望きかれ対応している。
